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国際ロータリー第２７００地区行橋みやこロータリークラブ

【会長の時間】
皆様、こんにちは。

皆様は先日のガバナー

公式訪問の時に貫ガ

バナーがおっしゃら

れていた揚水発電

（ようすいはつでん）っ

て覚えておられます

か？それが 3 月 24

日の読売新聞に大き

く取り上げられていましたので、本日はその揚水発

電についてお話しようと思います。先日、東北地方

で大きな地震があったため 3月 23 日に東京電力管内

に出ていた「電力需給ひっ迫警報」は心配された大

規模停電を起こすこともなく翌 3月 24 日午前で解除

されました。この激しい電力需要をしのぐために大

きな役割を果たしたのが「揚水発電」だったのだそ

うです。揚水発電とは図にありますように、夜間の

電力消費が少ない時に電力を用いて下方のダムに貯

まった水を上方のダムに汲み上げて、それを電力が

必要な時に高低差を使って下方のダムに流す際の水

の流れを使ってタービンを回して発電するという方

法です。具体的には、8 時間で水を汲み上げ 5 時間

で落とすといった具合だそうです。日本の電気は冬

に弱いと言われます。現代は原発停止で再生エネル

ギーの普及が急速に進んでいるが、その大部分を占

める太陽光発電は冬は日照時間が少ないため発電効

率が悪くなるという問題があります。そこで蓄電が

必要となるわけでありますが、現在、リチウム電池

をはじめとした蓄電池の開発はまだまだといった段

階です。そこで、考えられたのが天然の蓄電システ

ムともいえる揚水発電というわけです。東京電力の

管内に 160 ある水力発電所のうち揚水発電を備えて

いるのは 9 か所だそうです。揚水発電の今後の拡充

が求められます。

ウクライナ情勢の緊迫

化により、LNG や原油

の調達が難しくなると

考えられる今後、日本

の電力需要をどうする

かは喫緊の問題です。

そのためには、
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◆開 会 「点鐘」
◆国歌斉唱・ロータリーソング「270０のマーチ」
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◆幹事報告・委員会報告
◆創立38周年記念式典
◆ニコニコＢＯＸ
◆閉 会 「点鐘」

【竹本一美米山記念奨学委員長活動方針】

ロータリー米山記念奨学事業とは、日本全国のロ－タリアンか

らの寄付金を財源に奨学金を支給し支援する、民間の奨学財

団です。将来、母国と日本との懸け橋となって国際社会で活躍

する優秀な留学生を奨学することを目的としています。

４ 月 は 母 子 の 健 康 月 間本 日 の プ ロ グ ラ ム

「取り組もう 基盤強化と超我の奉仕」
2021‐2022年度 第2700地区
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“出会い 大切に！”
2021‐2022年度 行橋みやこロータリークラブ

会長 内田克彦
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◆4月13日(水) R情報会員研修委員会

◆4月20日(水) 社会奉仕委員会

◆4月27日(水) 米山記念奨学委員会

◆5月 4日(水) 休会(祭日)

◆5月11日(水) 会報雑誌委員会

◆5月18日(水) 会員増強委員会

◆5月25日(水) 広報・公共イメージ委員会

例 会 予 定

会員数：５２名 メークアップ：０名
欠席者：１９名 出席率６３．４６％

お客様：江本満様

西村 勝R （2日） ・ 柏木純二郎R （20日）

吉元 歩様 (1日) ・沖永典子様(20日)

内田美智子様(22日)・岡﨑博美様(24日)

大原美樹子様(26日)

出 席 報 告 ４ 月 の お 誕 生 日
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四 つ の テ ス ト
言 行 は こ れ に 照 ら し て か ら

1 、 真 実 か ど う か
2 、 み ん な に 公 平 か
3 、 好 意 と 友 情 を 深 め る か
4 、 み ん な の た め に な る か ど う か

近 隣 Ｒ ・ Ｃ へ の メ ー ク ア ッ プ の ご 案 内
月 曜 日 ･ ･ 小 倉 中 央 Ｒ .Ｃ 「 リ ー ガ ロ イ ヤ ル ホ テ ル 小 倉」
火 曜 日 ･ ･ 行 橋 Ｒ .Ｃ 「 み や こ ホ テ ル 」
火 曜 日 ･ ･ 小 倉 南 Ｒ .Ｃ 「 リ ー ガ ロ イ ヤ ル ホ テ ル 小 倉」
水 曜 日 ･ ･ 田 川 Ｒ .Ｃ 「 ザ ・ ブ リ テ ィ ッ シ ュ ヒ ル ズ 」
水 曜 日 ･ ･ 小 倉 東 Ｒ .Ｃ 「 ス テ ー シ ョ ン ホ テ ル 小 倉 」
木 曜 日 ･ ･ 豊 前 Ｒ .Ｃ 「 ニ ュ ー い ず み 」
金 曜 日 ･ ･ 苅 田 Ｒ .Ｃ 「 パ ン ジ ー プ ラ ザ 」
金 曜 日 ･ ･ 小 倉 Ｒ .Ｃ 「 リ ー ガ ロ イ ヤ ル ホ テ ル 小 倉」

金 曜 日 ･ ･ 豊 前 西 Ｒ .Ｃ 「 築 上 町 リ サ イ ク ル プ ラ ザ 」

今の世の中にもそんな子供がいるんだと、そんな事

があってはいけないと、初めは10人でお金を出し合

い行橋未来塾を立ち上げました。

行橋子供食堂という名目で、知り合いのうどん屋さ

んを借りて、子供やお年寄りまた困った方へ食事の

提供、お弁当の配布を行なっています。

田舎は良いもので、口コミで子供食堂の事が広がり

沢山の頂き物もあります。

最近はコロナ禍ということもあり、なかなか活動出

来てはいませんが、定期的にお弁当を施設の方々に

届けています。今後

とも行橋未来塾を温

かく見守って頂きま

す様、宜しくお願い

致します。

ご清聴ありがとうご

ざいました。

“2700のマーチ”

1.奉仕の心を 高めつつ 世界へ愛の手をのばそう

楽しく頑張ろう 我が友よ ２７００ 栄あれ

2.未来を築け 夢をもて 新しい時代を 育てよう

楽しく頑張ろう 我が友よ ２７００ 誇りあれ

ニコニコBOX
平石正信Ｒ：江本塾長、卓話ありがとうございまし

た。

藤原妃呂Ｒ：江本さん、卓話ありがとうございました。

國治支店長、久留米でも頑張って下さい。

松井明男Ｒ：江本さん、楽しい卓話を有難うござい

ました。有門委員長、野球大会お疲れ様でした。

共感出来て、感動しました。

松山貞徳Ｒ：江本さん、大変貴重なお話をありがと

うございました。

安永結美Ｒ：まりもうどんを始めました。良かったら

食べに来て下さい。お待ちしてます。

山田千恵Ｒ：周防灘野球大会の閉会式準備、片付

け、大変お疲れ様でした。江本塾長、素晴らしい

卓話有難うございました。

青木正憲Ｒ：メイクアップありがとうございました。(

苅田ＲＣ)

道脇孝一Ｒ：江本さん、貴重な卓話を誠にありがと

うございました。楽しい時間を過させて頂きました。

(行橋ＲＣ)

ニコニコBOX

３月23日の合計20，000円

累 計541，000 円

ニコニコBOX
内田克彦Ｒ：江本さん、楽しいお話を有難うござい

ました。田中さん、魚市でご馳走になり、有難うご

ざいました。

村上哲二Ｒ：江本さん、卓話有難うございました。

有門功太郎Ｒ：江本さん、平石委員長、貴重な卓

話をありがとうございました。道脇さん、青木さん、

メイクアップ有難うございました。

有門信芳Ｒ：江本さん、卓話有難うございました。

工藤茂美Ｒ：江本さん、卓話有難うございました。

國治善信Ｒ：江本塾長様、卓話ありがとうございま

した。ロータリークラブの皆様、今まで有難うござい

ました。

二十二豊Ｒ：江本さん、卓話有難うございました。

田中聰樹Ｒ：内田会長、村上幹事より「魚市」の開

店祝いを頂きました。ありがとうございました。

長尾浩央Ｒ：大変ためになるお話でした。例会に来

ると自分に＋(プラス)になるんだなと感じる次第で

す。出席率が上がると良いな。

西村真人Ｒ：江本さん、卓話有難うございました。
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１）出力上昇 老朽化した発電所を再稼働、または

原発再稼働

２）電力融通 他の電力会社で余っている電気を送

電線経由で送ってもらう

３）揚水発電 先ほど申した通り

４）節電 計画停電、電気料金値上げで節電意

識を高揚

一人一人が節電を心がけるロハス生活を奨励

などがあげられるそうです。

次に、先日のガバナー公式訪問の際、私がガバナー

に質問した潮流発電について少し勉強してみました。

潮流発電は、四方を海で囲まれた日本では天候に左

右されずに発電されるので極めて有望とされている

一方で、塩によるタービンの劣化が早くメンテナン

スにコストがかかるのとあまり規模を大きくやると

有明海の井関のように環境破壊の可能性があり、残

念ながら日本の現状は世界の後進国と言わざるを得

ないのが実情です。

１）潮力発電 潮の満ち引きの差の大きい湾や河川

を防波堤で仕切り、潮が満ちた時に防波堤を開

けて上流に海水が溜まったら閉め、貯まった海

水を潮が引いた時に防波堤を開けて海側に高低

差を利用して排水してタービンを回して発電す

る方法で、1967年にフランスのランス川河口で

初めて作られ、現在ではスコットランド北部沿

岸や韓国に大きな発電所があります。

２）潮流発電 潮流の早い所で深さ約５mの所に羽の

ついたタービンを水没させ発電する方法。

日本では鳴門海峡、関門海峡、津軽海峡などで

実験が進められている。

３）波力発電 ジャイロ式波力発電装置を海の上に

浮遊させる方法で50cmの波があれば発電可能と

され、日本では神戸市沖で実験中で環境にも優

しく日本では一番有望とされる。

以上のように本日は電力についての現在の状況をお

話させていただきましたが、B型人間である私が未来

を予測してみると、超小型発電機を靴の踵に仕込ん

で歩くたびに発電し、それをSDカード位の蓄電池に

充電し、家に帰って玄関のソケットにそれを差し込

むと超省電力の照明や家電製品が生活を支えるといっ

た自分が使う電気は自分で作るという未来が見える

ような気がします。うちのクラブの若手の会員がそ

ういう未来を経験することを夢想しながら本日の会

長の時間を終わります。

【幹事報告】
①本日例会終了後、臨時理事会

を開きます。

②3月30日は休会です。

③4月6日は38周年記念式典です。

どの様に開催するか本日の臨時理事会で決めます。

会員の皆様には決定後、ご案内をいたします。

次年度原田幹事

4月13日18:30からみやこホテル

にて、次年度役員、幹事、委員

長会議を行います。出席宜しく

お願い致します。

【委員会報告】
社会奉仕委員会
4月20日コスタ行橋で献血を行います。午前、午後と

行っています。例会前、例会後でも大丈夫ですので、

多くの参加・ご協力を宜しくお願い致します。

又、本日の週報と皆さんのテーブルの上に献血のポ

スターをお配りしています。事業所等で宣伝をお願

い致します。

青少年奉仕・ローターアクト委員会

みなさんこんにちは。

先日、月曜日にロータリー周防

灘カップ中学校野球大会の準決

勝、決勝戦を開催いたしました。

結果は、週報に挟んでいる用紙

のように、優勝が中京中学校、

準優勝が行橋中学校、３位が長峡中学校となってい

ます。また、他の会場でも参加校でパートに分かれ

て交流戦を行っています。それから、開会式で感謝

状を送った増田さんも見に来ようと思っていてくれ

まして、連絡をいただきましたが、月曜日の開催だ

ということを伝えましたところ透析のため来られな

いということでしたが、そんな嬉しい連絡もいただ

きました。今回、野球大会に携わらせていただいて

感じたのですが、１５０人を超える子どもたちが一

生懸命に野球をして、熱くなった先生が大きな声で

指示を出して、それを応援する保護者が集まって、

地域にとってすごいことをロータリーはやっている

なと思いました。優勝、準優勝、３位の学校には賞

品も用意して、横断幕やのぼりを立てたりという演

出もロータリーだからこそできると思います。これ

からコロナが収束に向かい、開催規模を元に戻しつ

つ今後も野球大会が続けていけることを願いまして、

ご報告とさせていただきます。ご協力いただきまし

た皆様ありがとうございました。
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親睦委員会

本日、例会終了後、親睦旅

行について話し合いを行い

ます。委員の方は、1階ロビー

にお集まり下さい。宜しく

お願い致します。

次年度会報雑誌委員会

４月１３日（水）の例会後に

次年度「会報雑誌」委員会の

小委員会を行います。

会長方針を聞く会議の前です

が、基本は岡﨑期の内容を踏

襲する予定ですので確認の為の開催です。次期委員

の方で何かご意見などが有りましたら持ち寄りくだ

さい。

お知らせ

國治善信Ｒ

(福岡銀行 支店長)が

3月31日、久留米営業部の

方に転勤の為、退会され

ました。

2020年7月8日入会～2022

年3月31日までと1年8ヶ月

と短い間でしたがロータリークラブの皆様、今まで

有難うございました。 との事でした。新天地にいか

れても頑張って下さい。

昨年に引き続き平石Ｒが、交通安全を願う取り組み

として、築上町の教育委員会に横断旗２００本を寄

贈致しました。

【３月１１日、築上町役場であった贈呈式】

【本日のプログラム】
出席奨励委員会 委員長 平石正信Ｒ

皆様こんにちは。

本日は江本塾長をお招
きしまして卓話を
お願いしています。
江本塾長は行橋子供食

堂であったり、

以前は行橋大相撲巡業

を行ったりと行橋に貢

献している方です。さっそくではございますが、

楽しい卓話を宜しくお願い致します。

皆様こんにちは。行橋未

来塾で塾長をさせて頂い

ています江本です。普段

は株式会社エモーション

で代表として皆様にお世

話になっています。

本日は平石社長からのお

願いで卓話をさせて頂く事になり、1ヶ月間食事が喉

を通らなかったです。

まず、行橋大相撲巡業のお話をさせて頂こうと思い

ます。8年位前に知人から相撲部屋の親方を紹介頂き

九州場所の時は、是非行橋に来て頂きたいとお願い

した所、快く来て下さいました。

力士の方々も、大変礼儀正しく関心しました。

なんと言ってもお年寄りや子供達の喜ぶ顔が忘れら

れません。そんな事もあり、こんなに喜ぶ方がいる

ならと、行橋で大相撲をしようと決心しました。

しかし簡単に話が進むはずもなく、お金の事であっ

たり、場所の事など様々な壁にぶつかりました。

ここでわたしが大事にしている3つのことがあるので

紹介します。

一つ目が、人との出会いです。

二つ目が、情熱を持って目標に、取り組むです。こ

れは吉田松蔭先生の格言です。

三つ目が、やれると思う勘違いです。

協力してくれる仲間、行橋市にできて私達に出来な

い訳が無いと思う勘違い、絶対に成功させると言う

情熱で3.500人余り方に、参加頂き行橋大相撲巡業は

成功したと言っても良いのではないかと思っていま

す。

また行橋未来塾の事をお話させて頂こうと思います。

ある時子供の通っている幼稚園で、ろくにご飯を食

べて無い子供が二人いる事を知りました。


